
(57)【要約】

【課題】脳外科範囲の内視鏡を用いた手術（頭部に１０

ｍｍ以下の小孔を形成する）のトレーニングを行なうこ

とができるとともに、切除・開放の対象となる消耗部品

（膜）を容易に取り替えることができる頭部模型を提供

すること。

【解決手段】内腔を有する略半球状の上頭部（２）と略

円柱の下頭部（３）からなり、前記上頭部（２）は内腔

に内部部材（２１）と湾曲部材（４１）を収容し、前記

下頭部（３）は底板（５１）を収容し、前記湾曲部材（

４１）と前記底板（５１）は内部に取替え可能な膜（６

１、６１ａ）を収容する空間（４４、５４）を形成した

頭部模型（１）。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 腔 を 有 す る 略 半 球 状 の 上 頭 部 （ ２ ） と 略 円 柱 の 下 頭 部 （ ３ ） か ら な り 、
　 前 記 上 頭 部 （ ２ ） は 内 腔 に 内 部 部 材 （ ２ １ ） と 湾 曲 部 材 （ ４ １ ） を 収 容 し 、
　 前 記 下 頭 部 （ ３ ） は 底 板 （ ５ １ ） を 収 容 し 、
　 前 記 湾 曲 部 材 （ ４ １ ） と 前 記 底 板 （ ５ １ ） は 内 部 に 取 替 え 可 能 な 膜 （ ６ １ 、 ６ １ ａ ） を
収 容 す る 空 間 （ ４ ４ 、 ５ ４ ） を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 頭 部 模 型 （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 上 頭 部 （ ２ ） は 外 周 壁 か ら 内 腔 へ 連 通 す る 孔 （ ４ ） を 複 数 形 成 し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 孔 （ ４ ） に キ ャ ッ プ （ ５ ） を 装 着 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に
記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 下 頭 部 （ ３ ） は 上 部 に 底 板 固 定 溝 （ ８ ） を 形 成 し 、 当 該 底 板 固 定 溝 （ ８ ） の 上 部 か
ら 下 部 に 亘 っ て 連 続 し た 深 溝 （ ９ ） と 浅 溝 （ １ ０ ） を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 内 部 部 材 （ ２ １ ） は 、 中 央 部 （ ２ ２ ） と 両 側 部 （ ２ ３ ） か ら な り 、
　 前 記 中 央 部 （ ２ ２ ） は 、 外 周 壁 の 上 部 か ら 下 部 へ 連 通 す る 中 央 孔 （ ２ ５ ） を 形 成 し 、 中
央 の 外 周 壁 に 中 央 溝 （ ２ ４ ） を 形 成 し 、
　 前 記 両 側 部 （ ２ ３ ） は 、 外 周 壁 の 左 右 へ 連 通 し た 孔 （ ２ ６ ） を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 内 部 部 材 （ ２ １ ） の 中 央 溝 （ ２ ４ ） に 湾 曲 部 材 （ ４ １ ） の 突 部 （ ４ ３ ） を 係 合 し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 湾 曲 部 材 （ ４ １ ） は 外 周 壁 の 左 右 に 連 通 し た 孔 （ ４ ２ ） を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 内 部 部 材 （ ２ １ ） と 湾 曲 部 材 （ ４ １ ） を 一 体 成 形 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か
ら 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 底 板 （ ５ １ ） は 、 外 周 壁 の 上 部 か ら 下 部 へ 連 通 し た 深 孔 （ ５ ２ ） と 浅 孔 （ ５ ３ ） を
形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ）
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 脳 神 経 外 科 領 域 に お け る 内 視 鏡 を 用 い た 医 師 の 技 能 取 得 用 ト レ ー ニ ン グ を 行
な う 頭 部 模 型 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 を 用 い て 診 断 、 手 術 等 の 高 度 な 技 術 が 要 求 さ れ る 分 野 に お け る 医 師 の 技 能 取 得 用
ト レ ー ニ ン グ 等 に 用 い る 人 体 模 型 と し て 特 許 文 献 １ が 開 示 さ れ て い る 。 要 す る に 、 特 許 文
献 １ の 人 体 模 型 は 、 人 体 の 表 面 や 内 部 構 造 に 合 わ せ た 形 状 を 有 す る 人 体 模 型 で あ り 、 人 体
の 硬 さ や 弾 性 に 近 い 材 質 か ら な る も の で あ る 。 し か し 、 切 除 ・ 開 放 等 の ト レ ー ニ ン グ を 行
な う 際 に 、 切 除 ・ 開 放 の 対 象 と な る 消 耗 部 品 を 取 り 替 え る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 膜 型 の 本 体 部 分 は 繰 り 返 し 利 用 可 能 で あ る ト レ ー ニ ン グ 用 の 人 体 模 型 と し て 特
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許 文 献 ２ が 開 示 さ れ て い る 。 要 す る に 特 許 文 献 ２ の 人 体 模 型 は 、 人 体 の 内 部 構 造 に 合 わ せ
た 形 状 を 有 し 、 人 体 の 硬 さ か ら 弾 性 と 近 い 材 質 か ら な る も の で あ り 、 内 視 鏡 下 鼻 内 手 術 操
作 に よ り 切 除 ・ 開 放 の 副 鼻 腔 を 対 象 と し た 部 品 は 消 耗 部 品 と し て 取 り 替 え 可 能 な 設 計 と な
っ て い る 。 し か し 、 副 鼻 腔 を 対 象 と し た 内 視 鏡 下 鼻 内 手 術 操 作 を 行 な う も の で あ り 、 脳 神
経 外 科 領 域 の 内 視 鏡 を 用 い た 手 術 （ 頭 部 に １ ０ ｍ ｍ 以 下 の 小 孔 を 形 成 す る ） に お い て ト レ
ー ニ ン グ を 行 な え な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ０ ０ ５ ３ ７ ７ 号 公 報 （ 図 ５ 、 図 ６ 参 照 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ４ ７ ６ ２ ３ 号 公 報 （ 図 １ 、 図 ６ 参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 が 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 特 許 文 献 １ と 特 許 文 献 ２ で は 、 脳 外 科 範 囲 の 内
視 鏡 を 用 い た 手 術 （ 頭 部 に １ ０ ｍ ｍ 以 下 の 小 孔 を 形 成 す る ） に お い て ト レ ー ニ ン グ を 行 な
う に は 大 変 不 便 な 点 で あ り 、 ま た 特 許 文 献 １ で は 、 切 除 ・ 開 放 等 の ト レ ー ニ ン グ を 行 な う
際 に 、 切 除 ・ 開 放 の 対 象 と な る 消 耗 部 品 を 取 り 替 え る こ と が で き な い 点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 者 は 、 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 以 下 の 発 明 に
到 達 し た 。
［ １ ］ 本 発 明 は 、 内 腔 を 有 す る 略 半 球 状 の 上 頭 部 （ ２ ） と 略 円 柱 の 下 頭 部 （ ３ ） か ら な り
、
　 前 記 上 頭 部 （ ２ ） は 内 腔 に 内 部 部 材 （ ２ １ ） と 湾 曲 部 材 （ ４ １ ） を 収 容 し 、
　 前 記 下 頭 部 （ ３ ） は 底 板 （ ５ １ ） を 収 容 し 、
　 前 記 湾 曲 部 材 （ ４ １ ） と 前 記 底 板 （ ５ １ ） は 内 部 に 取 替 え 可 能 な 膜 （ ６ １ 、 ６ １ ａ ） を
収 容 す る 空 間 （ ４ ４ 、 ５ ４ ） を 形 成 し た 頭 部 模 型 （ １ ） を 提 供 す る 。
［ ２ ］ 本 発 明 は 、 前 記 上 頭 部 （ ２ ） は 外 周 壁 か ら 内 腔 へ 連 通 す る 孔 （ ４ ） を 複 数 形 成 し た
［ １ ］ に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） を 提 供 す る 。
［ ３ ］ 本 発 明 は 、 前 記 孔 （ ４ ） に キ ャ ッ プ （ ５ ） を 装 着 し た ［ １ ］ ま た は ［ ２ ］ に 記 載 の
頭 部 模 型 （ １ ） を 提 供 す る 。
［ ４ ］ 本 発 明 は 、 前 記 下 頭 部 （ ３ ） は 上 部 に 底 板 固 定 溝 （ ８ ） を 形 成 し 、 当 該 底 板 固 定 溝
（ ８ ） の 上 部 か ら 下 部 に 亘 っ て 連 続 し た 深 溝 （ ９ ） と 浅 溝 （ １ ０ ） を 形 成 し た ［ １ ］ か ら
［ ３ ］ の い ず れ か １ に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） を 提 供 す る 。
［ ５ ］ 本 発 明 は 、 前 記 内 部 部 材 （ ２ １ ） は 、 中 央 部 （ ２ ２ ） と 両 側 部 （ ２ ３ ） か ら な り 、
　 前 記 中 央 部 （ ２ ２ ） は 、 外 周 壁 の 上 部 か ら 下 部 へ 連 通 す る 中 央 孔 （ ２ ５ ） を 形 成 し 、 中
央 の 外 周 壁 に 中 央 溝 （ ２ ４ ） を 形 成 し 、
　 前 記 両 側 部 （ ２ ３ ） は 、 外 周 壁 の 左 右 へ 連 通 し た 孔 （ ２ ６ ） を 形 成 し た ［ １ ］ か ら ［ ４
］ の い ず れ か １ に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） を 提 供 す る 。
［ ６ ］ 本 発 明 は 、 前 記 内 部 部 材 （ ２ １ ） の 中 央 溝 （ ２ ４ ） に 湾 曲 部 材 （ ４ １ ） の 突 部 （ ４
３ ） を 係 合 し た ［ １ ］ か ら ［ ５ ］ の い ず れ か １ に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） を 提 供 す る 。
［ ７ ］ 本 発 明 は 、 前 記 湾 曲 部 材 （ ４ １ ） は 外 周 壁 の 左 右 に 連 通 し た 孔 （ ４ ２ ） を 形 成 し た
［ １ ］ か ら ［ ６ ］ の い ず れ か １ に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） を 提 供 す る 。
［ ８ ］ 本 発 明 は 、 前 記 内 部 部 材 （ ２ １ ） と 湾 曲 部 材 （ ４ １ ） を 一 体 成 形 し た ［ １ ］ か ら ［
７ ］ の い ず れ か １ に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） を 提 供 す る 。
［ ９ ］ 本 発 明 は 、 前 記 底 板 （ ５ １ ） は 、 外 周 壁 の 上 部 か ら 下 部 へ 連 通 し た 深 孔 （ ５ ２ ） と
浅 孔 （ ５ ３ ） を 形 成 し た ［ １ ］ か ら ［ ８ ］ の い ず れ か １ に 記 載 の 頭 部 模 型 （ １ ） を 提 供 す
る 。
　 本 発 明 で 「 装 着 」 と は 、 係 合 、 嵌 合 、 圧 入 、 挿 着 、 挿 入 等 の 意 味 を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ は 、 内 腔 を 有 す る 略 半 球 状 の 上 頭 部 ２ と 略 円 柱 の 下 頭 部 ３ か ら な り
、 上 頭 部 ２ は 内 腔 に 内 部 部 材 ２ １ と 湾 曲 部 材 ４ １ を 収 容 し 、 下 頭 部 ３ は 底 板 ５ １ を 収 容 し
、 湾 曲 部 材 ４ １ と 底 板 ５ １ は 内 部 に 取 替 え 可 能 な 膜 ６ １ 、 ６ １ ａ を 収 容 す る 空 間 ４ ４ 、 ５
４ を 形 成 し て い る た め 、 脳 外 科 範 囲 の 内 視 鏡 を 用 い た 手 術 （ 頭 部 に １ ０ ｍ ｍ 以 下 の 小 孔 を
形 成 す る ） の ト レ ー ニ ン グ を 行 な う こ と が で き る 。 ま た 、 切 除 ・ 開 放 の 対 象 と な る 消 耗 部
品 （ 膜 ） を 容 易 に 取 り 替 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ の （ ａ ） 上 頭 部 ２ と 下 頭 部 ３ を 合 わ せ た 状 態 の 正 面 図 、 （ ｂ
） 略 四 半 球 の 上 頭 部 ２ を 下 頭 部 ３ か ら 取 り 外 し た 状 態 の 正 面 図 、 （ ｃ ） 上 頭 部 ２ と 下 頭 部
３ を 取 り 外 し た 状 態 の 正 面 図 、 図 ２ は 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ の 上 頭 部 ２ を 取 り 外 し た 状 態 の
平 面 図 （ 内 部 部 材 ２ １ と 湾 曲 部 材 ４ １ を 収 容 ） 、 図 ３ は 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ の （ ａ ） 略 四
半 球 を ２ つ 合 わ せ た 上 頭 部 ２ の 平 面 図 、 （ ｂ ） 略 半 球 の 上 頭 部 ２ の 平 面 図 、 図 ４ は 図 １ （
ａ ） の 断 面 図 、 図 ５ は 下 頭 部 ３ の み の 平 面 図 、 図 ６ は 内 部 部 材 ２ １ の （ ａ ） 平 面 図 、 （ ｂ
） 正 面 図 、 （ ｃ ） 側 面 図 、 図 ７ は 湾 曲 部 材 ４ １ の （ ａ ） 平 面 図 、 （ ｂ ） 正 面 図 、 （ ｃ ） 側
面 図 、 図 ８ は 底 板 ５ １ の （ ａ ） 平 面 図 、 （ ｂ ） 正 面 図 、 （ ｃ ） 側 面 図 、 図 ９ は 膜 ６ １ 、 ６
１ ａ の 側 面 図 で あ る 。
　 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ は 内 腔 を 有 す る 略 半 球 状 の 上 頭 部 ２ と 略 円 柱 の 下 頭 部 ３ か ら な り 、
上 頭 部 ２ は 内 腔 に 内 部 部 材 ２ １ と 湾 曲 部 材 ４ １ を 収 容 し 、 下 頭 部 ３ は 底 板 ５ １ を 収 容 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
［ 上 頭 部 ２ 、 下 頭 部 ３ ］
　 上 頭 部 ２ は 、 図 １ 、 図 ３ に 例 示 す る よ う に 内 腔 を 有 す る 略 半 球 状 で 例 え ば 図 ３ （ ａ ） に
例 示 す る よ う に 単 に 半 球 状 の も の や 、 ま た は 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 図 ３ （ ｂ ） に
例 示 す る よ う に 略 四 半 球 を ２ つ 合 わ せ た も の で も よ い 。
　 上 頭 部 ２ は 、 外 周 壁 か ら 内 腔 へ 連 通 す る 孔 ４ を 複 数 形 成 し て い る 。 孔 ４ は 、 上 頭 部 ２ に
２ 個 以 上 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 実 際 の 手 術 で は 、 頭 部 に １ ０ ｍ ｍ 以 下 の 小 孔 を 形 成 し
、 内 視 鏡 を 挿 入 す る 。 孔 ４ は 穿 頭 術 で あ け た 孔 に 相 当 す る 。 孔 ４ は 、 キ ャ ッ プ ５ を 装 着 し
て 液 密 に す る 。 キ ャ ッ プ ５ は 、 孔 ４ に 液 密 に 装 着 で き れ ば ど の よ う な 形 状 、 材 質 で も よ い
。 上 頭 部 ２ の 内 控 は 、 人 体 の 頭 部 と 擬 似 さ せ る た め 孔 ４ か ら 液 体 が 充 填 さ れ る 。 実 際 の 手
術 で は 、 患 者 を 寝 か せ た 状 態 で 行 な う た め 、 頭 部 模 型 １ も 傾 け た 状 態 で ト レ ー ニ ン グ す る
。
　 下 頭 部 ３ は 、 図 ５ に 例 示 す る よ う に 上 部 に 底 板 固 定 溝 ８ を 形 成 し 、 前 記 底 板 固 定 溝 ８ の
上 部 か ら 下 部 へ 連 続 し た 深 溝 ９ と 浅 溝 １ ０ を 形 成 し て い る 。 深 溝 ９ は 、 浅 溝 １ ０ よ り 前 頭
部 側 に 形 成 さ れ て い る 。 浅 溝 １ ０ は 、 深 溝 ９ よ り 溝 が 浅 く 形 成 さ れ て い る 。 深 溝 ９ の 後 頭
部 側 壁 に は 、 必 要 に 応 じ て 血 管 を 形 成 し て も よ い 。 血 管 は 、 側 壁 に 液 状 ゴ ム や 繊 維 等 を 付
着 し て 立 体 感 を 出 す こ と が 好 ま し い 。 下 頭 部 ３ は 、 上 端 か ら 下 部 へ 内 部 部 材 ２ １ を 固 定 す
る 中 央 部 材 溝 １ １ を 形 成 し て も よ い 。
　 上 頭 部 ２ と 下 頭 部 ３ の 材 質 は 、 内 視 鏡 等 の 材 質 保 護 の た め シ リ コ ン ラ バ ー 等 の 軟 質 部 材
が 好 ま し い 。
　 頭 部 模 型 １ は 、 上 頭 部 ２ と 下 頭 部 ３ を 合 わ せ た 接 触 面 が ト レ ー ニ ン グ 中 に は ず れ な い よ
う に 、 上 頭 部 ２ と 下 頭 部 ３ の 接 触 部 に 係 合 部 材 を 形 成 す る の が 良 い 。 例 え ば 、 上 頭 部 ２ の
下 端 部 に 環 状 の 凸 部 ６ ま た は 凹 部 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し 、 下 頭 部 ３ の 上 端 部 に 形 成 し た 環
状 の 凹 部 ７ ま た は 凸 部 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し 、 こ れ ら を 凹 凸 で 係 合 す る の が 好 ま し い 。
　 上 頭 部 ２ ま た は 下 頭 部 ３ の 外 周 壁 は 、 前 頭 部 と 後 頭 部 の 違 い が わ か る よ う に 目 や 鼻 等 の
部 材 や 模 様 等 を 形 成 し て も よ い 。
　 頭 部 模 型 １ を 用 い て ト レ ー ニ ン ン グ す る 際 に は 、 上 頭 部 ２ の 内 腔 に 内 部 部 材 ２ １ と 湾 曲
部 材 ４ １ を 収 容 し て 、 下 頭 部 ３ に 底 板 ５ １ を 収 容 し て 上 頭 部 ２ と 下 頭 部 ３ を 合 わ せ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
［ 内 部 部 材 ２ １ ］
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　 内 部 部 材 ２ １ は 、 図 ４ に 例 示 す る よ う に 上 頭 部 ２ の 内 腔 に 収 容 さ れ 、 図 ６ に 例 示 す る よ
う に 略 円 柱 状 の 中 央 部 ２ ２ と 略 半 楕 円 球 状 の 両 側 部 ２ ３ か ら な る 。 内 部 部 材 ２ １ は 、 人 体
の 脳 弓 に 相 当 す る 。 中 央 部 ２ ２ は 、 外 周 壁 の 上 部 か ら 下 部 へ 連 通 す る 中 央 孔 ２ ５ を 形 成 し
て い る 。 当 該 中 央 孔 ２ ５ は 、 人 体 の モ ン ロ ー 孔 に 相 当 す る 。 中 央 部 ２ ２ は 、 外 周 壁 の 中 央
に 中 央 溝 ２ ４ を 形 成 し て い る 。 中 央 部 ２ ２ は 、 中 央 孔 ２ ５ か ら 後 頭 部 側 へ 血 管 ３ ０ を 形 成
し て い る 。 血 管 ３ ０ は 、 内 視 鏡 ７ １ を 中 央 孔 ２ ５ に 挿 入 す る 再 に 目 印 と な る た め 、 側 壁 に
液 状 ゴ ム や 繊 維 等 を 付 着 し て 立 体 感 を 出 す こ と が 好 ま し い 。 中 央 溝 ２ ４ は 、 湾 曲 部 材 ４ １
の 下 部 に 形 成 さ れ た 突 部 ４ ３ と 係 合 す る 。
　 前 記 両 側 部 ２ ３ は 、 外 周 壁 の 左 右 へ 連 通 し た 孔 ２ ６ を 形 成 し て い る 。 孔 ２ ６ 内 に は 、 図
１ ２ に 例 示 す る よ う に 擬 似 血 腫 を 用 い て 除 去 す る ト レ ー ニ ン グ の 際 に 擬 似 血 腫 ７ ４ を 貯 留
す る 内 室 ２ ７ を 形 成 し て い る 。
　 前 記 孔 ２ ６ は 、 両 側 部 ２ ３ の 外 側 の 外 周 壁 に キ ャ ッ プ ２ ９ を 装 着 し 、 当 該 両 側 部 ２ ３ の
内 側 の 外 周 壁 に キ ャ ッ プ ２ ８ を 液 密 に 装 着 す る 。 キ ャ ッ プ ２ ８ 、 ２ ９ は 、 孔 ２ ６ を 液 密 に
装 着 で き れ ば ど の よ う な 形 状 、 材 質 で も よ い 。
　 中 央 部 ２ ２ と 両 側 部 ２ ３ の 外 周 壁 は 、 必 要 に 応 じ て 血 管 を 形 成 し て も 良 い 。 血 管 は 、 側
壁 に 液 状 ゴ ム や 繊 維 等 を 付 着 し て 立 体 感 を 出 す こ と が 好 ま し い 。
　 内 部 部 材 ２ １ の 材 質 は 、 内 視 鏡 等 の 材 質 保 護 の た め シ リ コ ン ラ バ ー 等 の 軟 質 形 部 材 が 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
［ 湾 曲 部 材 ４ １ ］
　 湾 曲 部 材 ４ １ は 、 図 ４ に 例 示 す る よ う に 上 頭 部 ２ の 内 腔 に 収 容 さ れ て い る 。 湾 曲 部 材 ４
１ は 、 人 体 の 脳 梁 に 相 当 す る 。
　 湾 曲 部 材 ４ １ は 、 図 ７ に 例 示 す る よ う に 左 右 に 連 通 し た 孔 ４ ２ を 形 成 し て い る 。 前 記 湾
曲 部 材 ４ １ は 、 内 部 に 取 替 え 可 能 な 膜 ６ １ を 収 容 す る 空 間 ４ ４ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 湾
曲 部 材 ４ １ の 左 右 側 面 の 両 側 及 び ／ ま た は 片 側 に 膜 ６ １ を 取 り 替 え で き る よ う に 取 付 け て
も よ い 。
　 湾 曲 部 材 ４ １ は 、 内 部 の 空 間 ４ ４ で 膜 ６ １ を 取 替 え 可 能 に 収 容 で き る の で あ れ ば 内 部 部
材 ２ １ と 一 体 成 形 し て も よ い 。 湾 曲 部 材 ４ １ の 材 質 は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 合 板 や ポ リ ウ レ タ
ン 等 硬 質 系 素 材 が 好 ま し い 。
　 膜 ６ １ 、 ６ １ ａ は 、 図 ９ に 例 示 す る よ う に 外 周 に 加 工 部 ６ ２ 、 ６ ２ ａ を 形 成 し て い る 。
　 膜 ６ １ 、 ６ １ ａ の 材 質 は 、 再 生 紙 等 セ ル ロ ー ス が 好 ま し い 。 加 工 部 ６ ２ 、 ６ ２ ａ は 、 膜
６ １ 、 ６ １ ａ の よ れ を 防 ぐ た め 膜 ６ １ 、 ６ １ ａ の 外 周 を ラ ミ ネ ー ト 加 工 す る の が 好 ま し い
。
　 膜 ６ １ 、 ６ １ ａ は 、 湾 曲 部 材 ４ １ の 空 間 ４ ４ ま た は 底 板 ５ １ の 空 間 ５ ４ に 収 容 し た 際 に
孔 ４ ２ ま た は 深 孔 ５ ２ と 浅 孔 ５ ３ を 内 部 か ら 塞 い で い れ ば ど の よ う な 形 状 で も よ い 。
　 尚 、 湾 曲 部 材 ４ １ に 装 着 し た 膜 ６ １ 、 ６ １ ａ は 、 人 体 の 透 明 中 隔 の 左 右 の 膜 に 相 当 す る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
［ 底 板 ５ １ ］
　 底 板 ５ １ は 、 図 ８ に 例 示 す る よ う に 外 周 壁 の 上 部 か ら 下 部 へ 連 通 し た 深 孔 ５ ２ と 浅 孔 ５
３ を 形 成 し て い る 。 深 孔 ５ ２ は 、 人 体 の 第 三 脳 室 底 部 に 相 当 す る 。 深 孔 ５ ２ は 、 膜 ６ １ ａ
を 隔 て て 下 頭 部 ３ の 深 溝 ９ と 連 通 し て い る 。 浅 孔 ５ ３ は 、 膜 ６ １ ａ を 隔 て て 下 頭 部 ３ の 浅
溝 １ ０ と 連 通 し て い る 。 浅 孔 ５ ３ は 、 人 体 の 中 脳 水 道 入 口 部 に 相 当 す る 。
　 底 板 ５ １ は 、 内 部 に 取 替 え 可 能 な 膜 ６ １ ａ を 収 容 す る 空 間 ５ ４ を 形 成 し て い る 。 底 板 ５
１ の 外 周 壁 に は 、 必 要 に 応 じ て 血 管 等 を 形 成 し て も よ い 。 血 管 は 、 側 壁 に 液 状 ゴ ム や 繊 維
等 を 付 着 し て 立 体 感 を 出 す こ と が 好 ま し い 。
　 底 板 ５ １ の 材 質 は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 合 板 や ポ リ ウ レ タ ン 等 硬 質 系 素 材 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ０ は 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ で 内 視 鏡 ７ １ 操 作 ト レ ー ニ ン グ を 行 な っ て い る 使 用 断 面 図
で あ り （ ａ ） 内 視 鏡 ７ １ を 介 し て 内 視 鏡 用 カ ン シ ７ ２ 等 で 底 板 ５ １ の 膜 ６ １ ａ を 貫 通 し た
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状 態 、 （ ｂ ） 貫 通 し た 膜 ６ １ ａ の 部 位 で バ ル ー ン ７ ３ を 拡 張 し た 状 態 、 （ ｃ ） バ ル ー ン ７
３ で 拡 張 し た 部 位 に 内 視 鏡 ７ １ を 挿 入 し た 状 態 、 図 １ １ は 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ で 内 視 鏡 ７
１ 操 作 ト レ ー ニ ン グ を 行 な っ て い る 使 用 断 面 図 で あ り 、 湾 曲 部 材 ４ １ の 膜 ６ １ を 貫 通 し て
内 視 鏡 ７ １ を 挿 入 し た 状 態 、 図 １ ２ は 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ で 擬 似 血 腫 を 用 い て 除 去 す る ト
レ ー ニ ン グ を 行 な っ て い る 断 面 図 、 図 １ ３ は 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ で 脳 内 出 血 を 想 定 し た 止
血 ト レ ー ニ ン グ 行 な っ て い る 使 用 断 面 図 で あ り （ ａ ） 内 視 鏡 ７ １ で 送 血 チ ュ ー ブ ７ ８ の 先
端 の 膜 ７ ９ を 貫 通 さ せ た 状 態 、 （ ｂ ） 送 血 チ ュ ー ブ ７ ８ の 貫 通 し た 膜 ６ １ を 止 血 機 材 ８ １
で 膜 ７ ９ を 塞 い で い る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
［ 内 視 鏡 操 作 ト レ ー ニ ン グ ］
（ １ ） （ 第 三 脳 室 底 開 窓 術 ） （ 図 １ ０ ）
　 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ を 用 い た 第 三 脳 室 底 開 窓 術 の ト レ ー ニ ン グ は 、 内 視 鏡 ７ １ を 介 し て
内 視 鏡 用 カ ン シ ７ ２ 等 で 底 板 ５ １ の 深 孔 ５ ２ か ら 当 該 底 板 ５ １ の 空 間 ５ ４ に 収 容 さ れ て い
る 膜 ６ １ ａ を 貫 通 さ せ る も の で あ る 。
　 第 三 脳 室 底 開 窓 術 の ト レ ー ニ ン グ は 、 最 初 に 内 視 鏡 ７ １ を 上 頭 部 ２ の 孔 ４ に 装 着 さ れ た
一 つ の キ ャ ッ プ ５ を は ず し て 孔 ４ か ら 内 腔 に 挿 入 す る 。 内 腔 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 ７ １ は 、
内 部 部 材 ２ １ の 中 央 部 ２ ２ の 上 部 か ら 下 部 へ 連 通 し た 中 央 孔 ２ ５ へ 挿 入 し 、 図 １ ０ （ ａ ）
に 例 示 す る よ う に 内 視 鏡 ７ １ を 介 し て 内 視 鏡 用 カ ン シ ７ ２ 等 で 底 板 ５ １ の 孔 ５ ２ か ら 当 該
底 板 ５ １ の 空 間 ５ ４ に 収 容 さ れ て い る 膜 ６ １ ａ を 貫 通 す る 。 こ の と き 両 側 部 ２ ３ の 外 周 壁
の 左 右 へ 連 通 し た 孔 ２ ６ は 、 使 用 し な い た め キ ャ ッ プ ２ ８ 、 ２ ９ を 装 着 し て い る 。
　 次 に 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 例 示 す る よ う に 膜 ６ １ ａ の 内 視 鏡 用 カ ン シ ７ ２ 等 で 貫 通 し た 部 位
は 、 さ ら に 内 視 鏡 ７ １ を 介 し て バ ル ー ン カ テ ー テ ル 等 を 挿 入 し て 、 バ ル ー ン ７ ３ を 拡 張 す
る 。
　 続 い て 、 図 １ ０ （ ｃ ） に 例 示 す る よ う に バ ル ー ン ７ ３ で 拡 張 さ れ た 部 位 か ら バ ル ー ン カ
テ ー テ ル を 抜 く 。 深 孔 ５ ２ は 、 膜 ６ １ ａ を 隔 て て 下 頭 部 ３ の 深 溝 ９ と 連 通 し て い る た め 内
視 鏡 ７ １ は 深 溝 ９ に 挿 入 さ れ る 。
（ ２ ） （ 中 脳 水 道 形 成 術 ）
　 中 脳 水 道 形 成 術 は 、 図 示 し て い な い が 上 記 手 順 と 同 様 に 内 視 鏡 ７ １ を 介 し て 内 視 鏡 用 カ
ン シ ７ ２ 等 ７ ２ で 底 板 ５ １ の 浅 孔 ５ ３ か ら 当 該 底 板 ５ １ の 空 間 ５ ４ に 収 容 さ れ て い る 膜 ６
１ ａ を 貫 通 さ せ る も の で あ る 。 浅 孔 ５ ３ は 、 膜 ６ １ ａ を 隔 て て 下 頭 部 ３ の 浅 溝 １ ０ と 連 通
し て い る た め 内 視 鏡 ７ １ は 浅 溝 １ ０ に 挿 入 さ れ る 。
　 底 板 ５ １ の 空 間 ５ ４ に 収 容 さ れ た 膜 ６ １ ａ を 取 り 替 え る こ と に よ り 何 度 で も ト レ ー ニ ン
グ を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ３ ） （ 透 明 中 隔 窓 術 の ト レ ー ニ ン グ ） （ 図 １ １ ）
　 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ を 用 い た 透 明 中 隔 窓 術 の ト レ ー ニ ン グ は 、 内 視 鏡 ７ １ を 介 し て 内 視
鏡 用 カ ン シ ７ ２ 等 で 湾 曲 部 材 ４ １ の 孔 ４ ２ か ら 湾 曲 部 材 ４ １ の 空 間 ４ ４ に 収 容 さ れ て い る
膜 ６ １ を 貫 通 さ せ る も の で あ る 。
　 透 明 中 隔 窓 術 の ト レ ー ニ ン グ は 、 図 １ １ に 例 示 す る よ う に 内 視 鏡 ７ １ を 上 頭 部 ２ の 孔 ４
に 装 着 さ れ た 一 つ の キ ャ ッ プ ５ を は ず し て 孔 ４ か ら 内 腔 に 挿 入 し て 内 視 鏡 ７ １ を 介 し て 内
視 鏡 用 カ ン シ ７ ２ 等 （ 図 １ １ に 図 示 し て い な い ） で 湾 曲 部 材 ４ １ に 収 容 さ れ て い る 膜 ６ １
を 貫 通 す る 。 貫 通 し た 部 位 は 、 内 視 鏡 ７ １ を 介 し て バ ル ー ン カ テ ー テ ル を 挿 入 し て 、 バ ル
ー ン ７ ３ を 拡 張 す る 。 バ ル ー ン ７ ３ （ 図 １ １ に 図 示 し て い な い ） で 拡 張 さ れ た 部 位 か ら バ
ル ー ン カ テ ー テ ル を 抜 き 内 視 鏡 ７ １ を 膜 ６ １ に 貫 通 す る ト レ ー ニ ン グ を 行 な う こ と が で き
る 。
　 ま た 、 湾 曲 部 材 ４ １ の 空 間 ４ ４ に 収 容 さ れ て い る 膜 ６ １ を 取 り 替 え る こ と に よ り 何 度 で
も ト レ ー ニ ン グ を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ４ ） （ 擬 似 血 腫 を 用 い て 腫 瘍 を 除 去 す る ト レ ー ニ ン グ ） （ 図 １ ２ ）
　 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ を 用 い た 主 な 擬 似 血 腫 を 用 い て 腫 瘍 を 除 去 す る ト レ ー ニ ン グ は 、 ト
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レ ー ニ ン グ 手 順 と し て 最 初 に 、 内 部 部 材 ２ １ の 両 側 部 ２ ３ の 外 側 に 形 成 さ れ た 孔 ２ ６ か ら
内 室 ２ ７ に 赤 色 液 体 ７ ５ （ 擬 似 血 液 の 液 体 成 分 ） と 黒 色 様 固 形 物 ７ ６ （ 擬 似 血 液 の 固 形 成
分 ） を 混 ぜ た 擬 似 血 腫 ７ ４ （ 擬 似 血 腫 ） を 注 入 す る 。 孔 ２ ６ は 、 擬 似 血 腫 ７ ４ を 注 入 し 終
わ る と 再 び キ ャ ッ プ ５ を 装 着 し 液 密 に す る 。
　 次 に 、 図 １ ２ に 例 示 す る よ う に 上 頭 部 ２ の 孔 ４ に 装 着 さ れ た 一 つ の キ ャ ッ プ ５ を は ず し
て 、 内 視 鏡 ７ １ を 孔 ４ か ら 内 腔 へ 挿 入 す る 。 内 腔 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 ７ １ は 、 内 部 部 材 ２
１ の 内 側 の 孔 ２ ６ か ら 内 室 ２ ７ へ 挿 入 さ れ る 。 内 部 部 材 ２ １ の 内 室 ２ ７ は 、 内 視 鏡 ７ １ に
よ り 擬 似 血 腫 ７ ４ が 溜 ま っ て い る こ と が 確 認 で き る 。
　 さ ら に 、 内 視 鏡 ７ １ を 挿 入 し た 孔 ４ か ら 吸 引 チ ュ ー ブ ７ ７ を 孔 ４ か ら 内 腔 へ 挿 入 す る 。
吸 引 チ ュ ー ブ ７ ７ は 、 内 視 鏡 ７ １ と 同 じ よ う に 内 部 部 材 ２ １ の 内 側 の 孔 ２ ６ か ら 内 部 部 材
２ １ の 内 室 ２ ７ へ 挿 入 さ れ る 。 吸 引 チ ュ ー ブ ７ ７ は 、 内 視 鏡 ７ １ で 擬 似 血 腫 ７ ４ を 確 認 し
な が ら 擬 似 血 腫 ７ ４ 中 の 黒 色 様 固 形 物 ７ ６ を 吸 引 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ５ ） （ 脳 内 出 血 を 想 定 し た 止 血 ト レ ー ニ ン グ ） （ 図 １ ３ ）
　 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ を 用 い た 主 な 脳 内 出 血 を 想 定 し た 止 血 ト レ ー ニ ン グ は 、 ト レ ー ニ ン
グ 手 順 と し て 最 初 に 、 上 頭 部 ２ に 形 成 さ れ た 孔 ４ の う ち の 一 つ の キ ャ ッ プ ５ を は ず し て 、
送 血 チ ュ ー ブ ７ ８ を 孔 ４ か ら 内 腔 へ 挿 入 す る 。 送 血 チ ュ ー ブ ７ ８ を 挿 入 し た 孔 ４ と は 別 の
孔 ４ の も う 一 つ の キ ャ ッ プ ５ を は ず し て 、 内 視 鏡 ７ １ を 孔 ４ か ら 内 腔 へ 挿 入 す る 。 図 １ ３
（ ａ ） に 例 示 す る よ う に 内 視 鏡 ７ １ を 介 し て 内 視 鏡 用 カ ン シ ７ ２ 等 で 送 血 チ ュ ー ブ ７ ８ の
先 端 の 膜 ７ ９ を 貫 通 す る こ と で 、 貫 通 し た 孔 か ら 赤 色 液 体 ８ ０ (擬 似 血 液 )を 内 腔 へ 導 入 す
る 。
　 さ ら に 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 例 示 す る よ う に 内 視 鏡 ７ １ を 挿 入 し た 孔 ４ か ら 止 血 機 材 （ 高 周
波 の 溶 着 器 ） ４ ５ を 内 腔 へ 挿 入 す る 。 送 血 チ ュ ー ブ ７ ８ の 先 端 の 膜 ７ ９ は 、 止 血 機 材 ８ １
の 先 端 か ら 高 周 波 を あ て る こ と で 塞 が れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ の （ ａ ） 上 頭 部 ２ と 下 頭 部 ３ を 合 わ せ た 状 態 の 正 面 図 、 （ ｂ
） 略 四 半 球 の 上 頭 部 ２ を 下 頭 部 ３ か ら 取 り 外 し た 状 態 の 正 面 図 、 （ ｃ ） 上 頭 部 ２ と 下 頭 部
３ を 取 り 外 し た 状 態 の 正 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ の 上 頭 部 ２ を 取 り 外 し た 状 態 の 平 面 図 （ 内 部 部 材 ２ １ と 湾 曲
部 材 ４ １ を 収 容 ）
【 図 ３ 】 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ の （ ａ ） 略 四 半 球 を ２ つ 合 わ せ た 上 頭 部 ２ の 平 面 図 、 （ ｂ ）
略 半 球 の 上 頭 部 ２ の 平 面 図
【 図 ４ 】 図 １ （ ａ ） の 断 面 図
【 図 ５ 】 下 頭 部 ３ の み の 平 面 図
【 図 ６ 】 内 部 部 材 ２ １ の （ ａ ） 平 面 図 、 （ ｂ ） 正 面 図 、 （ ｃ ） 側 面 図
【 図 ７ 】 湾 曲 部 材 ４ １ の （ ａ ） 平 面 図 、 （ ｂ ） 正 面 図 、 （ ｃ ） 側 面 図
【 図 ８ 】 底 板 ５ １ の （ ａ ） 平 面 図 、 （ ｂ ） 正 面 図 、 （ ｃ ） 側 面 図
【 図 ９ 】 膜 ６ １ 、 ６ １ ａ の 側 面 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ で 内 視 鏡 ７ １ 操 作 ト レ ー ニ ン グ を 行 な っ て い る 使 用 断 面 図
で あ り （ ａ ） 内 視 鏡 ７ １ を 介 し て 内 視 鏡 用 カ ン シ ７ ２ 等 で 底 板 ５ １ の 膜 ３ ３ ａ を 貫 通 し た
状 態 、 （ ｂ ） 貫 通 し た 膜 ３ ３ ａ の 部 位 で バ ル ー ン ７ ３ を 拡 張 し た 状 態 、 （ ｃ ） バ ル ー ン ７
３ で 拡 張 し た 部 位 に 内 視 鏡 ７ １ を 挿 入 し た 状 態
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ で 内 視 鏡 ７ １ 操 作 ト レ ー ニ ン グ を 行 な っ て い る 使 用 断 面 図
で あ り 湾 曲 部 材 ４ １ の 膜 ６ １ を 貫 通 し て 内 視 鏡 ７ １ を 挿 入 し た 状 態
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ で 擬 似 血 腫 を 用 い て 除 去 す る ト レ ー ニ ン グ を 行 な っ て い る
断 面 図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 頭 部 模 型 １ で 脳 内 出 血 を 想 定 し た 止 血 ト レ ー ニ ン グ 行 な っ て い る 使 用
断 面 図 で あ り （ ａ ） 内 視 鏡 ７ １ で 送 血 チ ュ ー ブ ７ ８ の 先 端 の 膜 ７ ９ を 貫 通 さ せ た 状 態 、 （
ｂ ） 送 血 チ ュ ー ブ ７ ８ の 貫 通 し た 膜 ３ ３ を 止 血 機 材 ８ １ で 膜 ７ ９ を 塞 い で い る 状 態
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
１ 　 頭 部 模 型
２ 　 上 頭 部
３ 　 下 頭 部
４ 　 孔
５ 　 キ ャ ッ プ
６ 　 凸 部
７ 　 凹 部
８ 　 底 板 溝
９ 　 深 溝
１ ０ 　 浅 溝
１ １ 　 内 部 部 材 溝
１ ２ 　 分 割 部
２ １ 　 内 部 部 材
２ ２ 　 中 央 部
２ ３ 　 両 側 部
２ ４ 　 中 央 溝
２ ５ 　 中 央 孔
２ ６ 　 孔
２ ７ 　 内 室
２ ８ 、 ２ ９ 　 キ ャ ッ プ
３ ０ 、 ３ １ 　 血 管
４ １ 　 湾 曲 部 材
４ ２ 　 孔
４ ３ 　 突 部
４ ４ 　 空 間
４ ５ 　 血 管
５ １ 　 底 板
５ ２ 　 深 孔
５ ３ 　 浅 孔
５ ４ 　 空 間
６ １ 、 ６ １ ａ 　 膜
６ ２ 、 ６ ２ ａ 　 加 工 部
７ １ 　 内 視 鏡
７ ２ 　 内 視 鏡 用 カ ン シ
７ ３ 　 バ ル ー ン
７ ４ 　 擬 似 血 腫
７ ５ 　 赤 色 液 体
７ ６ 　 黒 色 様 固 形 物
７ ７ 　 吸 引 チ ュ ー ブ
７ ８ 　 送 血 チ ュ ー ブ
７ ９ 　 膜
８ ０ 　 赤 色 液 体
８ １ 　 止 血 機 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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